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防
火
が
肝
心

わ
が
国
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死

者
が
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
9
割
を

占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
約
半
数

は
防
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
住
宅
火
災
は
多
く
の

財
産
や
家
族
の
思
い
出
ま
で
も
一
瞬
の

う
ち
に
奪
い
取
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

も
の
で
す
。

住
宅
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
高
め

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
住
宅
訪
火
対

策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
も
っ
と
も
重

要
な
こ
と
で
す
。

【建物火災発生件数}
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Q.放火を防ぐには

どんな注意が必要なの?

A.放火を防ぐポイントは、

①自頃から家のまわりを整理整頓

する

②物置や車庫に鍵をかける

③家のまわりを明るくする

です。それぞれの家庭で放火を防ぐ

環境づくりに取り組んでください口

{高齢者の安全対策}
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【
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
}

Q
.
給
油
の
時
の
注
意
点
は
?

A
.
面
倒
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
す

る
こ
と
は
大
変
危
険
で

す
。
給
油
す
る
前
に
は
ス

ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
ま
し

ょ
う
。
給
油
の
後
は
燃
料

タ
ン
ク
の
キ
ャ
ッ
プ
を
き

ち
ん
と
締
め
た
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

{
電
気
器
具
に
よ
る
火
災
}

Q
.

コ
i
ド
や
プ
ラ
グ
が
原
因
で
火
事

に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
?

A
.
た
こ
足
配
線
や
、
重
い
も
の
を
上

に
置
く
こ
と
に
よ
る
断
線
、
た
ぱ
ね

た
ま
ま
の
コ
ー
ド
の
使
用
な
ど
、
コ

ー
ド
や
プ
ラ
グ
を
誤
っ
て
使
っ
て
い

る
と
、
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
の
裏
な
ど
の
コ

ン
セ
ン
ト
に
た
ま
っ
た
ほ
こ
り
が
原

因
で
火
災
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す。
家
の
中
を
も
う

み
て
く
だ
さ
い
。

度
、
点
検
し
て

る
火
災

年
間
で

万
件
以
上

お年寄りは火災に気がつくのが遅れ

がちで、避難するのも遅くなります。

住宅用に適した防災機器を揃えておく

ことは、火災から命と財産を守るため

の大切な防火対策です。

消火器、火災警報器、火災報知設備、

安全装置付きの調理器

具・暖房器具、そして

火が燃え広がりにくい

防災製品などが、優れ

た機能でガードしてく

れます。

Q.住宅用防災機器にはどんなものがあるの?

A. 

8 7 6 5 4 
年:q: :q: f在任
度度度度度

本村の過去5年間の建物火災の発生状況です。

毎年2'""'-'4件の発生状況であり、特に火災によ

る死亡事故は出ていません。今後とも村民全員

が防災に努めて、村内から火災を出さないよう

にしてゆか主よければ芯りません。

i住宅防火苦2'1.'マーゥi



ミ2干豊かな感性を求めて"
芸術の秋

文
』臥就改t三ンター口ビーで行われたいけ花展

4体育舘中央には毘事な菊花が並びました
(後方は児童凶生徒の作田)

平
成
9
年
度
の
川
村
文
化
祭
は
、
村

氏
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
同
月
お
日
か

ら
山
野
草
展
と
老
人
作
品
展
を
皮
切
り
に

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

翌
逓
の
日
月
1
日
か
ら
は
菊
花
、
絵
爾

や
習
字
、
本
真
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
も
国
際
友
好
都
市
の
中
華
民
厨
鹿
谷

郷
の
児
童
た
ち
の
習
字
と
絵
画
が
展
示
さ

れ
国
際
色
豊
か
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し

た
。
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
会
場
で
は
生
け

花
展
や
茶
会
、
郷
土
史
研
究
会
に
よ
る
伝

統
的
な
民
具
類
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。ま

た
、
犀
外
の
駐
車
場
で
は
、
あ
ぶ
く

ま
高
原
昔
そ
ば
の
会
な
ど
に
よ
る
円
蕎
麦
打

ち
教
室
」
や
泉
婦
人
会
の
バ
ザ
ー
が
行
わ

れ
、
温
か
い
陽
気
に
誘
わ
れ
て
多
数
の
村

氏
が
訪
れ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

A書道霊招者による書道展

‘
缶
統
的
な
毘
異
の
展
示

-吉村雄太(須釜小3年)

・大木 {右予(須釜!J¥4年)

・草野阜百合(須釜!J¥5年)

・鈴木曽輩()11辺!J¥6任)

~郵便貯金援輿愈長霞

・大木友呈芸(須釜小2年)

・小針加奈(須釜小5年)

・用田茂之(玉-!J¥5年)

ー玉川村教育長麓

・高橋友美()11辺!J¥1佳)

・蕎山 成(須釜!J¥3年)

・塩漂麻里(須釜!J¥3任)

・5森達也(須釜!J¥4:q:)

・須藤美寿々(ハi辺!J¥4:q:)

・塩津マスミ(須釜!J¥4年)

・吉田直樹(須釜!J¥4任)

@藤田淳吾(圭一小5庄)

@塩津未雪(護釜小5:q:)

量郵政省貯金局長賞

・鈴木絵聖書()Ilill!J¥ 2年)

• j左藤亮平(2年)

・本構真菜美(3年)

，須藤光輝(4年)

ー車田直芸(5年)

ー添田理恵(6:q:) 

ー石森大地(2年)

e翼野自沙織(3年)

ー草野阜百合(5年)

e関根 護(6年)

詩歩(1年)

由美(2年)

裕美(3年)

淳美(4年)

-駒木捜 f~( 1年)

・車由恭予(2年)

e璽召さやか(3i:王)

e森

e関根

@草野

-塩田

ー玉JII錯一小学校

・西島桔太(1年)

・キ自由 大地(2年)

・石 沢 結 梨(4年)

・藤 田 淳 菩(5年)

・鈴木 潤(6年)

指(1年)

豪(2年)

賓土(3年)

~須釜中学校

・大)11内情(1年)

@八 木 住 美(2年)

・棺楽由香里(3年)

ー須釜小学校

・瀬省ひかり(1年)

・近 内 重 美(2年)

・t草津真希(4年)

・近内沙弥香(5年)

児
童
・
生
徒
作
昆
展
、
菊
花
展
、
山
野

革
展
、
老
人
作
昂
展
な
ど
で
は
、
出
口
∞
作

昂
を
審
責
し
て
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

児
嚢
・
生
徒
作
口
m
展
の
入
選
者
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

(四辻分校)

・大和田里香(1年)

e塩田孝典(5:q:) 

ltl泉申学校

・ !J\~十

・小針

・藤田

大介(2年)

揚香(4:q:)

克明(6年)

搭也(41:巨)

軍川辺小学校

@高橋友美(1年)

美佳(1年)

弘美(2年)

徳之(3年)

睦美(2年)

-矢吹恵理(1年)

・IJ¥針蒙(2年)

・仁井田明恵(3年)

.IJ¥針蕎香(2年)

・ 上 野 会 美(3年)

・ 湯 沢 美 香(4年)

・大竹 歩(5:q:) 

・溝井まな葉(6年)

-藤田糞衣(2年)

・増芸あゆみ(3年)

・宗形勝弥(5年)

・鈴木恵理(6年)

-関根

-鈴木

@塩津

.i葺j宰

@矢部

-鈴木

・高瀬

・大竹

事)llm小学校

・安藤拓自(1年)

・鈴 木 詔 守(3年)

・関根 聡(5年)

(田辻分授)

・須田達に(1 :q:) 

・j高 井 忠 幸(6年)

き属製中学按

.1J¥!fi十尚(1年)

・ 大竹掻芸(2年)

・永林惇二(3年)

@車田三枝芸(3年)

重須釜中学校

e小山田佳描(1年)

・八木佳美(21+) 
・ 小山田霞(3年)

~玉JII第一小学校

・車田みずほ(1年)

@ 斉藤理加(2年)

・飯 田裕莞(4年)

・佐久間三兆(5年)

・ 吉田正明(6:q:) 

~須釜小学授

・大野 11首平(1年)

・大野 智(2年)

・馬上 敦(4年)

・寺患真由美(5年)

4 芸術の秋

彰三子(4年)

澄江(6年)

芸術の秋

.a島

@矢吹

-鈴木裕里恵(3年)

@須主主 任織(5年)

氏
υ



平成10年の成人式は、 1月15日(成人の臼)

に玉川村就業改善センターで行われます。

本村の新成人の該当者数は、 10月 1日現在

で95名です。なお、該当しているのに名前が

漏れていたり、村外に住所があってもふるさと

で成人式を迎えたい方は、 12月5日までに村

公民館へお申込みください。

平成9年11月広報たまかわ

，1、
く
し
ま

感

動

第

9
回
市
町
村
対
抗
福
富
禦
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
(
ふ
く
し
ま
縦
断
駅
伝
大
会
)
の
本
村
選

手
団
の
結
団
式
が
、
叩
月
m
U
日
午
後
ア
時
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
i
日
本
間
で
関
係
者
ら

約
百
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
の
ふ
く
し
ま
縦
断
駅
伝
大
会
は
、
什
月
お
巴
(
臼
)
午
前
8
時
に
白
河
総
合
運
動
公
園

を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
福
島
県
庁
前
ま
で
の
同
区
間
一

O
二
・
九
畑
に
県
内
関
市
町
村
が
出
場

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

結
団
式
で
は
、
選
手
紹

介
の
あ
と
本
部
長
の
車
問

村
長
か
ら
選
手
団
主
将
の

塩
津
和
彦
選
手
(
南
須
釜
)

に
新
調
し
た
ば
か
り
の
団

旗
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
長
の
車
日
村
長
は

「
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整

え
て
大
会
に
挑
ん
で
ほ
し

い
。
日
の
区
間
を
日
名

が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、

練
習
で
培
っ
た
精
神
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
実
行
委
員
長

の
渡
辺
体
育
協
会
長
、
高

竜崎地区 (15名)

佐藤信一 ・小林 純・仁井田裕美 ・柳沼裕美・関根秀憲 ・湯

沢光樹・小林和行・ 三吉勝也・小林はつみ・石井 忍・佐藤

明・小林美幸 ・小林末恵・小林裕世・小林洋一

川辺地震(15名)

小針ミチ子・須藤祐樹・坂本洋子・仁井田 潤・須藤弘樹・

味原光由・小針金智 ・田子 豊・ 三瓶直美 ・円谷幸恵・辻

裕子・鈴木 隆・ 矢部美佳・目黒正人・山1[1奇成子

南須釜地区(16名)

大木かおり・大野由利・大木明美 ・増子 孝 ・小山田曜・小
原那巳依・小原英男・円谷めぐみ・小原友和・小山田美佐

子 ・馬上 勇・荻野厚志・阿部義久・飯島常巳・ 太田春美 ・

熊谷幸恵

蒜笠地区(1名)

曲山博子

林
村
議
会
議
長
、
小
原
教
育
委
員
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
こ
と
ば
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
口

溝
井
監
督
か
ら
「

J
一
応
れ
!
勝

て
i
u
を
合
言
葉
に
悔
い
の
な
い
走

り
を
し
て
参
り
ま
す
」
と
力
強
い
あ

い
さ
つ
の
あ
と
境
浮
主
将
が
決
意
表

明
を
述
べ
ま
し
た
。

選
手
団
役
員
は
次
の
と
お
り
口

溝
井
賢

一
郎
(会
社
役
員
)

増

子

清

一
(須釜
中
教
頭
)

石
森
四
郎

一
(須賀
川
東
部
運
送
)

小
針

一
志
(日
本
精
工
)

岩

谷

唯

義

(東
京
精
工
)

北須釜地区 (10名)

瀬谷輝賢 ・渡辺 学・関根恵美子 ・塩沢浩一・ 草野幸子 ・渡

辺 守・ 草野早苗・小針由美子 ・草野由美子・鈴木真理子

小高地区(12名)

溝井文恵・車田好隆・ i梓井教之・高原真人・佐藤喜里子・高

原裕子・溝井 可 -車田義光.1，桑田恵美子・ 関根麻美・

由彦・関根敏

中地区(ア名)

吉田孝志・高林和也・ 高林浅茂・小林路子・ 角田重成・鈴木

正純・石津博之
恵 ・須釜志郎

吉地区 (4名)

鈴木洋一 ・須釜清三 ・矢吹

山小屋地区 (2名)

石森敬子 ・石森友手[1

岩法寺地区 (13名)

橋本真澄・芳賀信佳・佐久間千晃・大竹文江・ 石森 泉・大

竹正人・大竹治美 ・吉旧照美・佐久間英崇 ・輿:野}II支也・多出

智i専・村越 誠・ 奥野美砂子

石
井
春
美
(
玉
川
村
役
場
)

野
崎
敦
子
(

石
井
久
美
子
(

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 
区区 区区 区区区 区区区 区区区区 区

高
橋
由
美
子
(
学
法
石
川
高
1
年
)

深
谷
明
日
香
(
泉
中
2
年
)

鈴

木

悟

(H
大
東
北
高
1
年
)

関

根

勝

夫
(学
法
石
川
高
3
Z

大

竹

邦

光

(泉
中
2
年
)

小

林

弘

典
(泉中
2
年
)

関
根

宏
樹
(
帝
京
安
積
高
2
年
)

高
林

浅

隆

(泉中
2
年
)

大

越

強

(

須
釜
中
3
年
)

図

井

希

(

泉
中
3
年
)

塩

津

和

彦
(
工
房

『和
」
)

小
針

正
光
(
東
京
精
工
側
)

深
谷

亮
(
学
法
石
川
高
1
年
)

鈴

木

文

子

(清
陵
情
報
高
2
年
)

高
林
浅
直
(
泉
中
3
年
)

6 
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岩

谷

佑

貴
(
泉
中
2
年
)

小

山

田

智

(
須
釜
中
3
年
)

馬

上

孝

行
(
須
釜
中
3
年
)

関

根

正

弘

(
須
議
中
3
年
)

小
針
実
紀
(
泉
中
2
年
)

鈴
木
千
裕
(
須
筆
中
2
年
)

鈴 坂 官塩
木本村 淳

弘
美
(
須
釜
中
2
年
)

愛
美
(
須
町
議
中
2
年
)

梨
恵
(泉
中
3
年
)

貴
子
(
清
陵
情
報
高
1
年
)

泉
婦
人
会
(
鈴
木
和
子
会
長
)
で
は

日
月

8
日
午
後
5
時
か
ら
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
百
本
間
で
、
今
月
お
日
に
行

わ
れ
る

「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
の
本
村
選

手
団
を
招
い
て
の
激
励
会
を
聞
き
ま

し
た
。

鈴
木
会
長
か
ら
大
会
で
の
活
躍
を

期
待
す
る
激
励
の
こ
と
ば
の
あ
と
、

本
部
長
の
車
問
村
長
か
ら
感
謝
の
こ
と

ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
婦

人
会
会
員
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
の
料

理
が
選
手
た
ち
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
激
励
会
は
、
文
化

祭
の
泉
婦
人
会
バ
ザ

l
の
益
金
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

問
月
刊
ω
日
村
長
率
に
お
い
て

村
教
育
委
員
の
任
命
式
が
行
わ
れ
、

先
の
臨
時
議
会
で
同
意
を
受
け
て

い
た
小
原
嗣
男
さ
ん

(南
須
釜
)に

車
田
村
長
か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
口

小
原
さ
ん
は
、

2
期
日
と
な
り

教
育
行
政
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

7 



平成9年11月

.トピ~@ス.

IN 
記号fODむ

広報たまかわ

で
学
校
祭

ム且4
tテ

須
釜
中
学
校
(
鯨
岡
忠
治
校
長
)

で
、
学
校
祭
が
行
わ
れ
大
勢
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
体
育
館
に
は

絵
画
や
習
字
の
展
示
が
さ
れ
、
ま

た
、
合
唱
な
ど
の
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
教
室
で
は
日

頃
の
研
究
の
成
果
を
発
表
し
た

り
、
バ
ザ
ー
や
模
擬
庖
が
出
・
一泊
し
て

の
楽
し
い
学
校
祭
と
な
り
ま
し
た
。

泉
中
学
校
で
は
、
叩
月
四
日
に

学
校
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成9年11月

アリスン先生が講師となっての第 1回目の英会話教室が関か

れました。生きた英会話を掌ぼうと小学生の児童からお年寄り

までの受講生46名が集まりました。授業は、毎週水曜日の夜

に行われ、来年3月までアリスン先生から旅行や巴常生活など

に場所を設定したすぐに使える英会話を学びます。

広報たまかわ

8 

村
消
防
団
(
佐
久
間
安
直
団
長
)

で
は
、
火
災
の
際
に
素
早
い
対
応

が
で
き
る
よ
う
に
、
火
災
が
発
生

し
た
状
況
を
想
定
し
た
実
地
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

村
内
各
分
団
か
ら
消
防
団
員
別

名
が
訓
練
場
所
の
四
辻
新
田
区
に

集
合
し
て
、
実
際
に
水
を
弾
い
て

の
訓
練
に
団
員
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

笠て
撃さ由
2 ・っ

て

第
幻
回
玉
川
村
民
謡
民
舞
芸

能
発
表
会
が
村
民
体
育
館
で
午

後
1
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
会
は
、
村
内
外
の
7
つ

の
民
謡
・
民
舞
の
団
体
か
ら
多

数
出
演
し
ま
し
た
。
会
場
に
は

多
く
の
民
謡
フ
ァ
ン
が
詰
め
か

け
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

日
本

日
本
民
謡
協
会
玉
泉
支
部
長
の
佐

川
藤
ハ
ル
イ
さ
ん
(
中
)
は
日
本
民
謡
協

一
会
か
ら
「民
謡
貢
献
章」
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

授
章
式
は
、
東
京
の
両
国
国
技
館

で
関
か
れ
た
民
謡
民
舞
全
国
大
会
の

席
上
で
行
わ
れ
日
本
民
謡
協
会
の
三

浦
朱
門
理
事
長
か
ら
受
章
者

一
人
ひ

と
り
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
口
「
民
謡
貢
献
賞
」
は
全
国
か
ら

釘
名
の
方
が
受
章
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
が
こ
の
道
に
入
っ
た
の

章

は
、
昭
和
均
年
に
玉
川
村
に
住
ん
で
か

ら
。
隣
家
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
三
味

線
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ
、

三
味
線
と

唄
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
教

授
の
資
格
を
取
得
し
て
、
村
内
外
で
約

千
名
の
生
徒
を
指
導
し
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
「
私
を
支
え
て
く
れ
た

皆
さ
ん
の
お
陰
で
受
章
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。」
と
自
分
を
支
援
し
て

く
れ
た
方
々
へ
の
心
遣
い
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
受
章
の
喜
び
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

全闇安全地域運動の一環として地域安全キャラパン隊(石川

地区防犯指導隊玉)11地区隊の石井源三郎隊長と隊員2名)が村

役場を訪れて、県妨犯協会連合会長と県警本部長連名の「地域

安全メッセージjを石井隊長力胃売み上げて車田村長に渡しました。

三安全百主政志信地域去三

路
舗
装
工
事
か
来

福

島

空

港

で

安

全

祈

願

祭

福
島
空
港
滑
走
路
長
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
化
に
伴
、
っ
滑
走
路
及
び
エ

プ
ロ
ン
の
舗
装
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
関
係
者
約
問
名
が
出
席
し
て

空
港
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

敷
地
内
に
は
既
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
の
巨
大
プ
ラ
ン
ト
が
で
き
上

が
っ
て
お
り
、
安
全
祈
願
祭
と
同
時
に
向
プ
ラ
ン
ト
の
火
入
れ
式
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
設
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
の
本
年
度
分
の
舗
装
は
二
千
メ
ー

ト
ル
で
残
り
五
百
メ
ー
ト
ル
は
叩
年
度
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

9 



0e0 
村政懇談会の開催

次の日種で『村政懇談会Jが行われますので、村民皆様の

己、参加をお願いします。

なお、開催時間は、各会場とも午後6時30分から8時30

分までとなっております。

濁11月

19日(水)母親教室・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・傑

午前9時15分~

26臼(水)機能訓練......... ・・・・ ・・・・傑

午前10時~

団団団団の健康ごよみ

新
着
図
書
案
内

い
書
籍
が
ぞ
く
ぞ

く
入
庫
し
て
お
り
ま
す
。
読
書
の
秋
に

是
非
ご
講
読
く
だ
さ
い
。

@

冬

の

眠

り

北

方

@
ふ
た
り
っ
と

λ
石

静

⑧

弟

石

原

慎

太

郎

?
ぼ
く
は
こ
ん
な
本
を
読
ん
で
き
た

立

花

隆

@
日
本
の
常
識
を
措
て
ろ

野

村

克

-m

@
教
科
書
が
教
え
な
い
歴
史藤

岡

信

路

地
噛
「
超
」
勉
強
法
野
口
悠
紀
雄

@

野

茂

英

雄

江

夏

豊

⑧
鉄
道
員
(
ぽ
っ
ぽ
や
)
浅
田
次
郎

@
巴
本
一
短
い
「
家
族
」
へ
の
手
紙

福
井
県
丸
岡
町

番号 月日 支.c三益 i霧 番号 月日 iS:伊 j霧

1111月14邑(金) 北i員釜生活改善センター ア 11月25白(火) 山小農公民館

2 11月178(月) 竜 崎 公 民 館 8 11月26日(水) 蒜笠農耕センター

3 11月188(火) 岩j去寺農轡センター 9 11月278(木) IJ' 高集 会 所

4 11，El19日(水) 中笠活改善センター 10 11月288(委) 二C主コ二 集 z三::;; 戸庁

5 11月20日(木) 南須釜公民館 11 11月298(土) I!]辻農業研修所

6 11月21日(金) JII 辺公民館

圃12月

2日(火) 鍵農づくり講演会・・・・・・・・ ・・・・保

午後28寺'"'-'3時30分

10日(水)三種浪合予防掻種-

午後 1時~

股関節脱臼健診・・・・・・・・・・・・・申谷

午後 1時30分'"'-'2時 受

11日(木)三種混合予関接種・・・・・・・・・・・・・保

午後2時~

12日(金)3・4カ月兜健康相談

午後 1時~

-須

保

-
う
ず
ま
き
猫
の
み
つ
け
か
た

村
上

・

日

本

人

転

摸

菅

@
二
度
目
の
大
往
生
、
水

@

山

の

屍

森

村

@

影

に

窓

し

て

赤

川

@
口
ン
グ
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

北
川
悦
吏
子

@
ハ
チ
公
最
後
の
恋
人
吉
本
ば
な
な

・
あ
た
し
が
海
に
還
る
ま
で内

田

こ
の
ほ
か
多
数
入
庫
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

玉川卓球クラブ(t草津正勝会長).:1::鑑の卓球

大会を下記により開催します。誓って参加し

てください。

~日詩
画場 所

副種 目

寄付ありがとうございます
17日(水)母親教護・....................保

午前98寺15分~ 受

次誠六直春
郎-iMi人 梯

平成9年11月4日(火)

~平成10年 1月4臼(己)

日本語籍を脅し、平成10年
4月 1日現在、 15歳以上17
歳未満の男吾で中学校卒業者

(見込みも富む)

ハU
凋
E

・E
-

平成10年 1月5日(月)

5科自(択一式)作文

第 1次試験の合格者につい

て、平成10年 1月21巴から25
巴までの間の指定する 1日

春
菊

(受信期間)

(踏襲語格)

(試験)

第 1次試験

平成1O:CJ: 3月下旬

(問い合わせ)詳しいことは、

自衛隊福患地方連絡部白河薯

集事務所まま0248-24-0372

へお尋ねください。

第2次試験

隊)(入

12月14日(臼)午前9時開始

勤労者体首センタ一(南須釜)

IJ¥掌生の部~シングルスのみ

中掌生-一般の部~シングルス
と夕、ブjレス

村内に居住している方、又は村

肉に劃務している方

12月5日(金)までにクラブ会

長(1l57-3907)又は公民館へ

ー参加資格

掛参加申込

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をいただきました。

厚く御礼申し!二げます。

百己

2万円

5万円

3万円

3万円

1万円

1万円

-古の鈴木喜一郎さんから

・Jlf辺の山崎嘉重さんから

・南須釜の円幸子 栄きんから

・芯生の真弓崩ーさんから

・吉の森 手口元さんから

・吉の有賀誠ーさんから

• j采

戸三
ムι

須釜公民館

・受付時間

土
産
志
蕨
、

歌
愁

一
、
巴

一
、
電

三

、

担

当

者

四
、
相
談
内
容

五

、

そ

の

他

六
、
問
合
せ
先

(村社会福祉協議会)

3万円

2万円

お誕生おめでとうございます 1
(10月館出分)

保 護 者名

-岩法寺の奥野一郎さんから
・竜崎の、湯揮重徳、さんから

村のようす
(9年11月1日現夜)

短
歌
会
玉

還
暦
の
坂
越
え
も
せ
、
ず
逝
き
し

ミ
』
川
ノ
い
司
」

首児教室

午後 1時

保:保健センター 須

中谷:中谷農村婦人の家

慈
母
観
者

単
身
赴

水
引
の

り
す
甘
い
西
ノ
胤
に
す
が
り

の
奇
彰
に
ホ
重
な
リ

任
に
漸
く
慣
れ
し
ど
帰
省

花
に
思
い
虫
す
そ
の
昔
の

せ
ん
ま
い
の
占
菜
も 5寺

平
成
九
年
十
一
月
二
十
八
日
(
金
)

O
二
四
七
二
六
i
九
一
一

O

白
詩
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

い
じ
め
・
体
罰
の
問
題
・
家
庭
内
の
問
題
・
相
続
の
問
題
・
隣
近
所

の
も
め
ご
と
な
ど
、
臨
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
等

相
談
で
知
り
え
た
秘
努
は
聞
く
守
ら
れ
ま
す
口
寵
名
で
も
結
構

で
す
。
ま
た
、
相
談
は
燕
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
同
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
在
川
地
日
一
部
会

部

会

長

佐

藤

隆

秀

電
話
番
号

O
h
一
四
七
i

コ
六
i

四
0
0
二

午
後
四
時
j
七
時

福島県住宅供給公社では、分譲住

宅(宅地)の購入者を先着順で募集し

ています。

詳しい内容についてのお問い合わ

せ並びに申込みの受付場所は、次の

とおりです。

玉川村役場企画財政課

1l0247-57-4629 

f連

日@: J.玄

替問郎

子Wt 一
千品

義

lE 

裕

ろ
い
葵
り
初
日
郎
ゃ
弥
日
品
川
ム
美
M
f
m
u
也
な
菜

ベて

-
J

トヘヘ

氏

ぷ
/

J

ぃ
成
さ
住
ろ
ハ
合
ん
事

F

H
ル
あ
芽

J

慎

2
1
2
1予

M
q

i

'

 

訪

問

出

部

津

野

野

野

谷

山

J

J

m

声

u
u
レ
凡
円
い
1

汗
J
Z
m
一
」
!
日
」
三
工
H
H
E
W

へ

J

A

J

仁
同
封
，
プ

J
ノ
，
プ
品
川
川
泰

区
辺

釜
。
須
。

南

イシ

。

土問

]11 1，741戸(十 3)

7，634人 (+5)

3，734人 (+6)

3，900人(-1)

昌

国

計

四

畠

va

川
支
部
詠
草
集

友
離
さ
姿
晒
す
こ
と
も
な
く

っ
き
寝
そ
べ
る
わ
れ
に
新
京
の
風

て
わ
れ
を
固
め
る
歌
の
先
達

赤i&lmi自

(10月届出分)

年齢世帯主名

73 嘉重

92 朋-

73 辰昭

58 重徳

71 ス ミ

70 操

93 喜一

60 和元

死亡者氏名

LlJ I崎甲子郎
農弓ナミ

奥野ヲカネ

湯津アサ子

園谷秋楽

有賀ミツ

鈴木フヨ

森鶴重

区
辺
生
寺
崎
釜

法

須

古

少

バ

出

川

蒜

岩

竜

南

今
月
の
納
税

村

県

民

税

国
毘
健
康
保
積
税

由
民
年
金
保
険
料

第

3
期

第

5
期

什
丹
ハ
刀

{
納
期
限
は
什
月
お
日
(
火
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
】

村
公
民
館

吉
田

英
日
桔

小
針
み
ね
子

生十

愛
子

し
て
息
子
は
ビ

i
ル
を
旨
そ
う
に
飲
む

マ
マ
ゴ
ト
の
友
健
や
か
な
リ
や

伊
呑
同
体
の
味
ど
並
べ
ら
れ
あ
り

溝
井
は
な
よ

印
仰
川
刀
ロ

」
寸
二
J

ツ
ヤ

曲
山
き
く
み

1 1 



玉川村ー役場岱(0247)57 -3101 編集/総務課印刷/(却円谷印~1HJ (毎月 15日発行)

趣
味
の
達
人

品
フ
月
は
北
須
釜
に
お
住
ま
い
の

小
針
隆
一
さ
ん
(
四
三
歳
)
の
彫
刻

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ー
(
鳥
、
魚
の
彫
刻
を
男
て
)
生
き

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
い
つ
頃
か

ら
彫
刻
を
は
じ
め
ら
れ
た
ん
で
す

力「
3
年
く
ら
い
前
か
ら
で
す
。
暇

な
時
間
を
利
用
し
て
木
を
削
っ
た

り
し
た
の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。
」

ー
ど
こ
か
教
室
で
本
格
的
に
習
わ

れ
た
ん
で
す
か
。

「
い
い
え
、
本
を
買
っ
て
き
て
そ
の

本
を
参
考
に
真
似
た
だ
け
で
す
。」

ー
ど
ん
な
遵
異
や
木
を
使
う
ん
で

す
か
。

「道
具
は
、
サ
パ
イ
パ
ル
ナ
イ
フ

⑧ 

一
丁
で
、

木
は
ホ
ウ
、
カ
ツ
ラ
な

ど
で
す
ね
。」

ー
モ
デ
ル
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
ん
で
す
か
。

「
野
鳥
や
魚
の
本
や
図
鑑
を
モ
デ

ル
に
し
て
い
ま
す
。」

製
作
中
の
小
針
さ
ん
と
作
口
叩
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彫

刻
』
:
:
:
・
:
小
針
隆
一
さ
ん

ー
色
の
感
じ
が
リ
ア
ル
で
す
ね
。

「
木
を
削
る
こ
と
よ
り
も
色
付
け

の
方
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

色
づ
く
り
し
て
、
何
度
も
塗
っ
た

り
、
ス
プ
レ
ー
を
か
け
た
り
と
時

間
も
手
間
も
か
か
り
ま
す
。」

ー
鳥
の
足
の
部
分
な
ん
か
本
物
の

鳥
の
足
を
取
っ
て
付
け
た
よ
う
に

見
え
ま
す
ね
。

「
特
殊
な
テ
I
プ
や
糸
を
巻
い
た

り
し
て
白
分
な
り
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。」

ー
彫
る
と
き
は
部
屋
に
閉
じ
こ
も

っ
て
や
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

「
い
い
え
。
夜
に
晩
酌
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
テ
レ
ビ
も
見
な
が
ら
や
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
ど
こ
で

も
空
い
て
い
る
時
間
を
利
用
し
て

)
私
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
昭
和
必

中
年
か
ら
平
成
6
年
ま
で
勤
務
し
て
、
老
人

ん

ク
ラ
ブ
や
介
護
福
祉
の
仕
事
を
さ
せ
て
い

4
C
 

ク
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
問
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

卜
皆
さ
ん
と

の
交
流
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
寂

え
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
皆

里

さ

ん

の
話
は
経
験
を
通
し
て
の
も
の
で
含

双

蓄
が
あ
っ
て
、
何
も
知
ら
な
い
私
に
は
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
も
年
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
「教
え
」
が
為
に
な

っ
て
お
り
、
自
分
に
と

っ
て
資
重
な
心
の

宝
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
時
の
お
年
寄
り
の
中
で
趣
味
を
持
つ

「私の宝ものJ⑦シリーズ

彫
っ
て
い
ま
す
。
眉
間
に
シ
ワ
を

作
っ
て
、

気
持
ち
を
集
中
し
て
な

ん
て
具
合
で
は
な
い
で
す
ね
口
気

楽
に
や
っ
て
い
ま
す
。」

ー
作
昆
数
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

「約
百
く
ら
い
あ
る
と
思
い
ま
す
。
」

ー
な
ん
か
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
か
。

「家
の
猫
が
作
品
の
「す
ず
め
」
を

本
物
と
間
違
っ
て
襲
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
事
が
と
て
も
自
信
に
な
り
ま

し
た
ね
己

※
作
品
は
主
に
魚
と
鳥
で
す
。
ま

た、

子
供
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
作
っ

た
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
l
ル
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
は
、
奥
様
の
お
気
に
入
り
で

し
た
。

て
い
る
方
は
非
常
に
珍
し
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
趣
味
を
持
つ
て
い
ら
つ

し
や
る

方
々
と
の
交
流
か
ら
手
作
り
の
小
物
(
?

ニ
わ
ら
じ
な
ど
)
、
J

券を
f

ヂそr乞
}
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
真
、心心こも

つ
た
手
作
り
の
小
物
も
、

交
流
の
あ

つ
た
皆
さ
ん
と
の
こ
と
を
鮮
明

に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
趣
味
を

持
つ
こ
と
の
良
さ
を
教
え
て
く
れ
る
大
切

な
宝
も
の
で
す
。

趣
味
を
持
つ
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
し
て

い
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
自
分
も
老
後
の

趣
味
と
し
て
現
在
は
{
切
り
絵
」
を
は
じ
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

心に残忍 輔;
我がふるさと

f心のふるさとj

横浜市金沢区

鈴木理子さん

(竜崎出身・小林一之さんの姉)

故
郷
の
皆
様
、
東
京
玉
川
会
の
皆

様

お

元
気

で
し
ょ
う
か
。
私
の
住
ん

で
い
る
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
は
、

埋
立
地
で
す
。
昔
は
海
で
し
た
。
四

季
折
々
の
草
花
が
楽
し
め
桜
並
木
、

イ
チ
ョ
ウ
並
木
が
見
事
で
す
。

野

鳥

観
察
池
が
あ
り
気
楽
に
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
が
で
き
自
然
が
い

っ
ぱ
い

で
す
。
又
、
近
く
に
八
景
島
シ

l
パ

ラ
ダ
イ
ス
が
あ
り
ま
す
。

故
郷
の
思
い
出
で
す
が
、

子
供
の

頃
は
近
所
の
仲
間
と
柿
の
木
に
登
っ

て
柿
を
食
べ
た
り
、
泥
ん
こ
道
を
裸

足
で
歩
い
た
も
の
で
す
。

又
、
池
や

田
ん
ぼ
に
張
っ
た
氷
の
上
を
滑
っ
た

り
、

雪

の
降
っ
た
時
坂
道
を
ソ
リ
で

滑
っ
て
雪
だ
る
ま
に
な
っ
て
遊
ん
だ

り
し
た
リ
ン
ゴ
の
ほ
っ
ぺ
の
元
気
な

女
の
子
で
し
た
。
自
然
の
中
で
自
由

に
の
び
の
び
過
ご
せ
た
事

は
い
つ
ま

で
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

近
所
の
人
達
も
い
つ
も
や
さ
し
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

玉
川
村
も
空
港
が
出
来
て
ど
ん
ど

ん
発
展
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
残

し
て
お
き
た
い
自
然
を
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

5
月
に
母
は

他
界
し
ま
し
た
が
、

玉
川
村
で
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に

な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
も
月

2
回
、
仕
事
の
か
た
わ
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
季
楽
来
」
で
痴
呆
老

人
、
身
体
虚
弱
老
人
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
母

の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

私
の
心
の
故
郷
が
自
然
を
残
し
な

が
ら
の
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し

ま

す
。
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